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                                                    高野　獨源
私は、旅をする時には、必ずテーマを決めて出掛けることにしている。例えば、『旅に出る』というテーマで旅に出るなどしている。

その他の例を紹介すると、大河ドラマで『風林火山』をやっていた時は、武田軍の進路に沿って、甲府（信玄の誕生）、海ノ口城（信玄の初陣）、小県、小諸城（懐古園）、上田城、松本城、川中島、西上野と旅をした。また、『徳川家康、出世の旅』というテーマでは、岡崎城（生誕）、岡崎大樹寺、浜松城、三方が原（武田信玄と交戦）、二俣城（信康自刃の城）、長篠城（武田勝頼と交戦）、掛川城、高天神城（武田勝頼と交戦）、駿府城、江戸城、と旅した。
上杉氏、そして伊達氏をテーマとした時は、長岡、春日山城、野尻湖、会津、米沢城（上杉祭り、上杉神社）、上山城、山形城、岩出山城（政宗居城）、松島、仙台城、二本松城、スパリゾート・ハワイアンズ（磐城）と旅をした。
大河ドラマで『篤姫』をやっていた時は、舞台は薩摩か江戸城だったが、これは諦めた。車で鹿児島まで行くのは大変だ。車で江戸城内に入るのも大変（無理をすれば皇宮警察に捕まるだろう）だ。

『天地人』は、上杉氏が中心だが、もう上杉氏ゆかりの地は、殆ど回ってしまっている。殆どといっても、上杉氏の家来中条家の鎌倉時代の本拠地奥山荘にあった土地で三浦和田氏系の高野家（筆者の先祖とは関係ないと思うが）発祥の地、等といったような所はまだ訪れていないが、それは、今後に取っておくとしよう。
そこで、今年の連休は、いよいよ『天下統一』をテーマに旅をしよう、ということになった。我々は、五月三日零時に東京を出発し（予定では、二日二十二時出発。予定通り予定より二時間遅れた）、一路西に向かったのである。
　我々の愛車、ミラは、北条領、今川領、徳川領、織田領、と進んで、朝七時頃（当初は五時頃の予定だが予定通り二時間遅れ）桶狭間を通過した。言わずと知れた、織田信長が今川義元をまさかの奇襲で討ち取った場所である。今川義元になった気分だ。のどかな所で、こんな所で討ち取られるなどと、義元は思いもしなかったに違いない。もっとも、のどかだと感じたのは、単に天気が良いからかも知れないが。桶狭間の戦いの直前には、雷雨だったというのだから。
　それから、七時半頃、伊勢長島一向一揆の長島で朝食。織田信長も一揆には手を焼いたことだろう。そして、桑名城を見学後、四日市から再び高速に乗り、甲賀で降りて、八日市を経て安土城に到る。信長天下布武の城。天守閣跡に登った時には、織田信長になった気がした。信長も安土城に城を築いた頃から、天下統一に向けて一気に進むかのように見えた。しかし、その期間は三年と短かった。天正十（一五八二）年には信長は本能寺で死に、安土城は灰燼に帰すのである。しかし、石垣は見事に残っているものだ。見応えのある城だった。
　妻によると、

「こんなに急な城で、信長が天守閣に住んで居るんじゃ、部下とのコミュニケーションが取れない筈だ」と言う。確かに天守閣に居る気むずかしやの信長には、余り会いに行く気がしないかも知れない。下の方に館を構えている秀吉や利家の方が、よっぽど人脈が広がりそうな気がする。
　さて、安土城の次は、近江商人の町、五箇荘を訪れて、一日目はおしまいだ。
　二日目、彦根城のひこにゃん（天下統一には直接関係は無いが）を見て、姉川の古戦場に行った。浅井朝倉対、織田徳川。川が血で真っ赤になったという所だ。色々城を巡っていると、「血で川が赤くなった」というのはよく聞く表現だ。北条の八王子城でも似たような表現を聞いたことがある。

さて、姉川の戦いの三年後に、浅井氏は小谷城で滅びるが、その小谷城に登った。熊が出るという警告を見て、家族は戦々恐々としている。かなり大規模な山城だ。大手道は殆ど登山道だが、馬も登れたのだろうか。本丸の近くに馬場があるのだから、馬も登ったのだろう。本丸に立った時は、浅井長政になった気がした。
数珠繋ぎになっている、本丸、中丸、千畳敷などを見る。子ども達はジュースの缶で熊鈴を開発し、金吾丸に上る。
浅井氏を滅ぼすのに功績のあった羽柴秀吉は、この後、近くに長浜城を築いた。時間の関係で長浜城見学は省略した。二泊目は岐阜県樽見に泊まり、淡墨桜の葉桜を鑑賞する。ここは作家、宇野千代が愛した場所だ。宇野千代になった気がする。
秀吉の長浜城には立ち寄らなかったが、秀吉の出世のきっかけとなった、墨俣の一夜城には、次の日の朝訪れた。墨俣に立つと、秀吉になった気分だ。当時天守閣は無かったはずだが、現在は、資料館という名の天守閣が存在する。そう言えば、日本には天守閣は十二しか現存しないはずだが、なぜか現在百以上天守閣があるのは不思議だ。中にはエレベーターまで普請した、鉄筋コンクリート造りの立派な天守も多い。
さて、秀吉亡き後は、徳川家康と石田三成の天下分け目の戦いだ。西軍は大垣城に篭った。我々も、大垣城に行った。そして、関ヶ原古戦場。ついに決戦の地にやって来た。
まず、石田三成の陣、笹尾山に行って見た。ここからなら全体が見渡せる。何だか石田三成になった気分だ。ここで、各武将の布陣について勉強する。音声で案内が流れるのだ。ここで戦いの全体のイメージを掴んだら、さらに知識を深めるために、関ヶ原ウォーランドに行こう。ここには、様々な武将の金属の人形が、広場を関ヶ原になぞらえて、然るべき場所に添えられて戦っているのだ。ここで益々各武将の位置関係がはっきりすると同時に、館内では、館長さん自らが黒板を使いながら大熱弁を奮って解説してくれる。まるで予備校で歴史の授業をする名物教師のようだった。予備校生になった気分だ。
その後、案内板に従って、実際に名所に行って見よう。島津義弘の陣、決戦の地、開戦の地、小西行長の陣、宇喜田秀家の陣、福島正則の陣、徳川家康の陣。家康の最後の陣は、思ったより笹尾山の三成の陣に近く、大胆な気がした。徳川家康になった気分だ。それから、藤堂高虎、京極高知の陣、小早川秀秋の松尾山の陣（時間の都合と道幅の都合で小早川の陣は省略した）、などと、多くが意外と狭い所にひしめいているのだ。自転車で回ると効率的だと思う。
こうして、三日間かけて、天下統一に関わる地を駆け足で回る旅を終えた。どうもこの時期、十六世紀の後半という時代は、琵琶湖から遠くない範囲で日本の歴史が動いていたような気がする。犬も歩けば棒に当たるが、「ミラも走れば歴史の舞台に当たる」といった有様だった。見逃した場所もたくさんあるので、いずれ、またこの地域を訪れようと思った。
余談だか、豊川に三泊目をして、翌朝後の長岡藩主である牧野家の牛久保城を訪れようとしたが、近くまで行って結局見つからずに帰京した。

さて、次の旅行は、どんなテーマにしよう。『移動する』というテーマにしようか。　
（執筆自二〇〇九年五月九日至五月十一日）

              　　　　　　　　　　初版発行　二〇〇九年五月十一日  高野出版　
高野獨源第一ページに戻る　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
PAGE  
3

